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市
政
全
般
に
わ
た
り　

人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
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災
害
関
連
死
と
は
、
被
災
後
の

避
難
の
ス
ト
レ
ス
や
持
病
悪
化
な

ど
が
原
因
で
亡
く
な
る
こ
と
で
、

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
か
ら
認
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

遺
族
の
申
請
を
受
け
て
市
町
村
が

審
査
委
員
会
な
ど
で
可
否
を
判
断

し
、
認
め
ら
れ
る
と
災
害
弔
慰
金

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

災
害
関
連
死
者
数
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
９
２
１
人
、
東
日
本

大
震
災
で
３
７
０
１
人
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
全
体
で
４
９
５
８
人
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
実
際
は
５
千

人
を
超
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
市
の
避
難
所
に
お
け
る

災
害
関
連
死
を
防
ぐ
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

市
長
室
長　

避
難
所
に
お
け
る

災
害
関
連
死
に
つ
い
て
は
、
避
難

所
の
生
活
環
境
の
悪
化
に
よ
り
避

難
者
の
健
康
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
ト
イ
レ

環
境
の
整
備
と
し
て
、
小
学
校
の

校
庭
に
災
害
時
し
尿
一
時
貯
留
槽

の
設
置
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま

す
が
、
避
難
が
長
期
化
す
る
場
合

に
必
要
な
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の

導
入
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
の
確

保
な
ど
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、

整
備
コ
ス
ト
や
保
管
場
所
が
必
要

な
た
め
、課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

危
機
管
理
部
署
を
中
心
に
、
健

康
部
や
避
難
所
運
営
委
員
会
な
ど

が
連
携
し
、
専
門
的
な
指
導
も
受

け
な
が
ら
、
万
全
の
体
制
で
取
り

組
め
る
よ
う
対
策
に
努
め
ま
す
。

▽
２
月　

日　

開
会
、会
期
決
定
、

２１

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上

程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会

付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、
議
案

上
程
・
提
案
説
明

▽
２
月　

日　

総
括
質
疑
・
委
員

２２

会
付
託
、
陳
情
上
程
・
委
員
会
付

託
、
報
告
上
程
・
質
疑

▽
３
月
１
日　

一
般
質
問

▽
３
月
４
日　

一
般
質
問

▽
３
月
５
日　

一
般
質
問
、
議
案

上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員

会
付
託

▽
３
月　

日　

委
員
会
審
査
報
告

２２

･
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
常
任
委

員
会
等
の
所
管
事
務
調
査
、
議
員

派
遣
、
議
員
提
出
議
案
上
程
・（
提

案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・

討
論
）
省
略
・
採
決
、
閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
討
論
、
総
括
質

疑
は
、次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

議
案
第
１
号
・
第
２
号
に
対
す
る

質
疑
（
２
月　

日
）

２１

　

竹
田
陽
介（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、

佐
藤
弥
斗（
ざ
ま
明
進
会
）、
安
海

の
ぞ
み（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）

議
案
第
１
号
・
第
２
号
に
対
す
る

討
論
（
２
月　

日
）

２１

　

竹
田
陽
介（
自
民
党
・
い
さ
ま
）

総
括
質
疑
（
２
月　

日
）

２２

　

京
免
康
彦（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、

安
田
早
苗（
公
明
党
）、
中
澤
邦
雄

本本
会会
議議
のの
概概
要要

　

中
澤　

邦
雄 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

災
害
関
連
死
に
つ
い
て

熊
切　

和
人 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

児
童
虐
待
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

守
谷　

浩
一 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

一
定
の
障
害
が
あ
る　

歳
か
ら　

歳
に

６５

７４

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
周
知
を

　

伊
藤　

多
華 
議
員
《
公
明
党
》

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

周
知
徹
底
に
つ
い
て

　

竹
田　

陽
介 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

空
き
家
の
実
態
調
査
に

水
道
使
用
者
情
報
を
提
供

　

加
藤　

学 
議
員
《
公
明
党
》

エ
ア
ゾ
ー
ル
製
品
の
取
り
扱
い
に
十
分
な

注
意
を
促
す
こ
と
に
つ
い
て
問
う

　
　

歳
か
ら　

歳
の
一
定
の
障
害

６５

７４

が
あ
る
方
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。
一
定
の

障
害
が
あ
る
方
と
は
、
障
害
基
礎

年
金
１
級
、
２
級
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
か
ら
３
級
と
４
級
の
一

部
、
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ
２
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、

２
級
の
い
ず
れ
か
が
該
当
す
る
方

で
す
。
４
級
の
一
部
と
は
、
下
肢

障
害
４
級
１
号
（
両
下
肢
の
全
て

の
指
を
欠
く
も
の
）、下
肢
障
害
４

級
３
号
（
一
下
肢
を
下
腿
２
分
の

１
以
上
で
欠
く
も
の
）、下
肢
障
害

４
級
４
号
（
一
下
肢
の
著
し
い
障

害
）、音
声
や
言
語
機
能
の
著
し
い

障
害
、
そ
し
ゃ
く
の
機
能
を
欠
く

も
の
で
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
に
よ
り
、
保
険
料
や
窓
口

負
担
が
国
民
健
康
保
険
に
比
べ
て

　

児
童
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
社
会
全
体
が
関
心
を
持
ち
、

力
を
合
わ
せ
て
、
真
正
面
か
ら
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
児
童
虐
待
の
早

期
発
見
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓

発
事
業
等
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
児
童

虐
待
撲
滅
に
向
け
て
の
市
長
の
決

意
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

虐
待
の
事
案
が
あ
る
こ

と
を
念
頭
に
、
市
の
職
員
は
全
体

の
奉
仕
者
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を

持
ち
、
誰
の
側
に
立
つ
べ
き
な
の

か
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
職

員
自
身
が
受
け
と
め
、
覚
悟
を
持

ち
、
親
身
に
な
っ
て
慎
重
か
つ
毅

然
と
し
た
対
応
を
と
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。こ
れ
は
、

子
育
て
や
教
育
な
ど
の
環
境
に
あ

る
関
係
者
の
方
々
が
、
ひ
と
し
く

持
つ
べ
き
立
場
、
覚
悟
だ
と
思
い

ま
す
。
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
供

が
発
信
し
た
際
に
は
、
的
確
に
受

け
と
め
、
そ
れ
に
対
し
て
応
え
て

い
く
気
配
り
や
心
配
り
を
常
に
持

つ
べ
き
で
あ
り
、
虐
待
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
第
一
で

す
が
、
も
し
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
は
、
最
小
の
程
度
で
食
い

と
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か

ら
一
枚
岩
と
な
っ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し

た
こ
と
を
市
だ
け
で
は
な
く
、
児

童
相
談
所
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

関
係
を
強
化
し
な
が
ら
、
し
っ
か

り
と
児
童
虐
待
の
撲
滅
に
向
け
て

進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
水
道

使
用
が
お
お
む
ね
１
年
以
上
休
止

状
態
の
一
戸
建
て
住
宅
の
中
か
ら

土
地
の
台
帳
地
目
が
宅
地
の
物
件

を
絞
り
込
み
、
空
き
家
候
補
地
と

し
て
整
理
し
た
情
報
に
、
市
が
把

握
し
て
い
る
空
き
家
情
報
と
市
民

や
自
治
会
等
か
ら
の
空
き
家
情
報

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
現
地
調

査
の
必
要
な
対
象
物
件
が
特
定
で

き
る
と
考
え
ま
す
。
平
成　

年
第

３０

１
回
定
例
会
で
は
、
水
道
使
用
者

軽
減
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

制
度
を
よ
り
周
知
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
一
定
の
障
害
が
あ

る
方
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
変
わ
る
場
合
が
多
く
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の

窓
口
で
こ
そ
、
こ
の
制
度
を
市
民

周
知
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
本
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
該
当
す
る
障

害
等
級
な
ど
の
詳
し
い
掲
載
や
、

広
報
で
制
度
内
容
を
伝
え
る
こ
と

に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
周
知
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
広
報
の
関
係
部
署
と

調
整
し
、
制
度
内
容
を
広
く
周
知

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

国
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、

高
齢
者
の
死
因
は
、１
位
の
が
ん
、

２
位
の
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
に

次
い
で
３
位
が
肺
炎
で
、
が
ん
や

脳
血
管
疾
患
の
患
者
が
肺
炎
に
な

り
亡
く
な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
そ
う

で
す
。高
齢
者
が
肺
炎
に
な
る
と
、

入
院
な
ど
で
体
力
が
低
下
し
、
治

っ
て
も
生
活
に
支
障
を
き
た
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
高
齢
者
の
肺
炎

予
防
に
有
効
な
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
に
つ
い
て
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
見
落
と
し
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
国
の
制
度

が
変
更
さ
れ
、
定
期
接
種
の
経
過

措
置
が
５
年
延
び
て
平
成　

年
３

３６

月　

日
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
接

３１
種
機
会
を
逃
し
て
い
た
方
も
含
め
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
接
種
し
て

も
ら
う
た
め
、
個
別
の
通
知
や
コ

ー
ル
・
リ
コ
ー
ル
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

健
康
部
長　

本
市
で
は
国
の
制

度
と
は
異
な
り
、市
民
の
利
便
性
、

健
康
面
を
考
慮
し
、
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
を　

歳
以
上
で
あ
れ
ば

６５

い
つ
で
も
接
種
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
た
め
、
個
別
通
知
で
は
な

く
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
等

で
周
知
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

接
種
者
は
事
業
開
始
時
よ
り
伸
び

悩
ん
で
お
り
、
本
事
業
を
十
分
に

理
解
さ
れ
て
い
な
い
高
齢
者
が
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今

後
さ
ら
に
医
療
機
関
等
の
協
力
を

い
た
だ
き
つ
つ
、
ポ
ス
タ
ー
等
で

周
知
、啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
、
消
臭
ス
プ
レ

ー
な
ど
、
子
供
も
使
用
す
る
エ
ア

ゾ
ー
ル
製
品
に
は
、
可
燃
性
の
液

化
石
油
ガ
ス
と
ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ

ル
が
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

液
化
石
油
ガ
ス
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、

ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
は
ガ
ソ
リ
ン

と
同
様
の
危
険
性
が
高
い
物
質
で

す
が
、
今
の
と
こ
ろ
代
替
の
不
燃

性
の
ガ
ス
は
無
く
、
危
険
で
あ
る

こ
と
を
承
知
で
使
わ
ざ
る
を
得
ま

情
報
を
空
き
家
の
実
態
調
査
の
基

礎
資
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
今
後
研
究
す
る
と
の
こ

と
で
し
た
が
、ど
の
よ
う
な
検
討
、

研
究
が
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
局
長　

平
成　

年
３

３０

月　

日
付
で
、厚
生
労
働
省
医
薬
・

３０
生
活
衛
生
局
水
道
課
よ
り
各
水
道

事
業
者
宛
て
に
、
空
き
家
に
関
す

る
情
報
共
有
に
つ
い
て
の
文
書
が

通
知
さ
れ
ま
し
た
。
水
道
事
業
者

と
し
て
も
空
き
家
情
報
を
有
し
て

い
る
各
市
町
村
の
空
き
家
担
当
部

局
と
連
携
を
強
化
し
、
空
き
家
に

関
す
る
情
報
を
日
ご
ろ
か
ら
把
握

す
る
よ
う
に
、
ま
た
、
空
き
家
担

当
部
局
か
ら
空
き
家
の
水
道
の
使

用
状
況
や
、
そ
れ
ら
が
使
用
可
能

な
状
態
に
あ
る
か
否
か
の
情
報
の

提
供
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

水
道
事
業
者
は
必
要
な
協
力
を
行

う
よ
う
お
願
い
す
る
と
の
内
容
で

し
た
。
上
下
水
道
局
と
し
て
も
個

人
情
報
取
り
扱
い
の
諸
手
続
を
踏

ま
え
、
積
極
的
に
情
報
共
有
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。


